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「事例報告」
n以下の⼿続きをする際に必要とされる書式であり、

• スピリチュアルケア師の活動の記録であり、
• またそのケア実践⼒の証明。

0．臨床スピリチュアルケア師 資格取得⼿続き（不要 ⇨ 認定教育プログラム）
1. 臨床スピリチュアルケア師 資格更新⼿続き
2. 専⾨スピリチュアルケア師 資格取得⼿続き
3. 専⾨スピリチュアルケア師 資格更新⼿続き
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【臨床・更新】１．専⾨職資格更新細則
第３条 臨床スピリチュアルケア師の資格更新のための申請を⾏うことが
できる者は、以下の各号のすべてを満たした者でなければならない。

(1)臨床スピリチュアルケア師として、５年間で４００時間以上の臨床
活動を⾏ってい ること。

(2)本法⼈が指定する書式により、事例報告を５本提出すること。なお、
うち３本は本法⼈が認定するスピリチュアルケア師教育プログラム
(以下、「認定教育プログラム」 とする。)の指導者による指導を受
けていること

(3)本法⼈が主催する学術⼤会に５年間に２回以上参加していること。
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【専⾨・取得】２．スピリチュアルケア専⾨職規定
第５条２ 第３条第２項第２号に定める専⾨スピリチュアルケア師の資格
は、次の各号のすべてに該当し、かつ、本法⼈が実施する資格認定試験に
合格して本法⼈が設置する資格認定委員会の推薦を受け、本法⼈の理事会
が承認した者に付与する。

(1)定款第６条に定める正会員⼜は学⽣会員であること。
(2)原則として、第３条第２項第１号に定める臨床スピリチュアルケア

師の資格を有 していること。
(3)原則として、スピリチュアルケア師教育課程修了後２年以上の臨床

スピリチュアルケアの実践経験（１２０時間以上)があり、認定教育
プログラムにおいて専⾨スピリチュアルケア師養成のための６０時
間以上のスーパービジョンを受けている こと。

(4) 事例報告等を含む学術的発表能⼒を⽰す業績があること。
(5)認定教育プログラムの代表者が、専⾨スピリチュアルケア師の資格

審査受験の⼿続きを⾏っていること。
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【専⾨・更新】３．専⾨職資格更新細則
第３条2 専⾨スピリチュアルケア師の資格更新のための申請を⾏うことが
できる者は、以下の 各号のすべてを満たした者でなければならない。

(1) 専⾨スピリチュアルケア師として、５年間で４００時間以上の臨床
活動を⾏っていること。

(2)本法⼈が指定する書式により、事例報告を５本提出すること。なお、
うち３本は認定教育プログラムの指導者による指導を受けていること。

(3)本法⼈が主催する学術⼤会に５年間に２回以上参加していること。
(4)本法⼈が別表に定める学術ポイントを３０ポイント以上有している

こと。
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資格認定・更新のために：
本法⼈が指定する書式による「事例報告」
n５本の作成：提出
nそのうち３本は、認定教育プログラムの指導者による指導を受
けいていること

ü出⾝認定教育プログラムが提供する会話記録検討会 等
ü どの認定教育プログラムを修了したかを問わない「会話記録検討会」

（指導スピリチュアルケア師による指導）
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今⽇のテーマ：「本法⼈が指定する書式」の追加
（書式 B）

n現⾏：書式Ａ ◎会話記録
• ⼀回の会話の中の⼀部もしくは全部
• 録⾳等に頼らず、記憶に基づき作成する
• スピリチュアルケアとしての関わりを１０往復程度の逐語会話記録の
形で再現する。

• ケアのミクロな視点からの記録

n新規：書式Ｂ ◎事例報告
• ⼀⼈の対象者との連続した関わりの記録
• 記録等を振り返り、ケアの全体像を報告する。
• スピリチュアルケアとしての主要な関わりを逐語会話記録の形で報告
• ケアのメゾな視点からの記憶
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スピリチュアルケアにおける記録・報告

以下のスライドで⽤いられる略語
スピリチュアルケアの「提供」「対象」などの表現には、議論すべき内容が詰まっています。

それらを回避するために、煩雑ですが以下の略語を便宜的に使います。ご理解ください。
（ただし、レクチャーではこの考えが反映できていません）

SC：スピリチュアルケア
CP（Care Practitioner）：SCを⽬指す関わりに、意識的に携わっている⼈
FC（Focus of Care）：CPが、SCを意識して関わっている相⼿
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記録・報告：SC教育実践の最⼤の課題の⼀つ
n CPがどのようにFCに関わったかの記録（責任・役割）

• うまく⾏ったことも⾏かなかったことも全て記録する必要がある
• CPの共同体（SC / 他職種）への信頼と協働と相互のサポートのため

n FCが経験するSCの味わい・変化（意義・効果）
• SC観：時間（今ここ、分、時、⽇、年、今⽣、…）の中での変化
• ただし、FCのスピリチュアリティを理解する術を、我々は持っているのか？

n実践のガイドライン（教育・養成）
• どのような記録・報告を残すかが、どのような実践をするのかを導く
• その繰り返しがCPを実践的に養う

n他のケア職種とのコミュニケーションのツール
• 何が記録すべき事柄なのか？要吟味 〈CPの倫理と、密かな優越感の功罪〉
• SCの役割をどう理解してもらうか
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記録・報告の内容
n FCのスピリチュアリティの状況・変化を客観的に記述？

• 科学（⼈間科学を含む）の視点：３⼈称
• スピリチュアリティの客観的記述は可能か？
• SCにおけるFCを観察・分析する⽅法論は確⽴しているのか？

n CP⾃⾝の経験を記述（上記：客観的記述との区別は、実は曖昧）
• SCの出来事の相互性を前提
• CPの主観的経験（CP⾃⾝の intra-/inner-dynamics）の偏りの⾃覚
• CPの経験の記述はFC理解のために意味があるのか？

n FCとCPの間の出来事の記述
• 間主観性：⼈⽂学の視点
• ⽴ち現れる出来事：CPの関わりだけがSCの関⼼事ではない
• 教育訓練の困難
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スピリチュアルケア学会のチャレンジ

• 学会内での記録・報告に関わる議論を通して、SCに関するさまざまな理
解について、対話を促進する。

• 他職種に理解してもらうための視点を明確にする。
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チャレンジ
n医学／⼈間科学を補完する視点の確⽴

• 観察・分析・診断・対処ではないSCというアイデンティティ
n布教・伝道の相対化
n考え⽅指導、⽣き⽅指南、ライススタイルへの誘導との差別化
n CPに働くスピリチュアリティの意識（受動態）

• 理解・分析・技術だけでなく
n FCに働くスピリチュアリティへの注⽬（能動態）

• CPの働き＋α
nケア関係の只中に働くスピリチュアリティへの感性（中動態）

これらに関しての
各認定教育プログラムにおける理解、教育について

対話の醸成
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チーム医療の理念
Medical Humanities
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患者

Team B
Base Support

Team A
Active Care

Team C
Community Resource

Ueno, N. T. et al. Nat. Rev. Clin. Oncol. 7, 544‒547 (2010);  doi:10.1038/nrclinonc.2010.115 
（ただし、Team AとTeam Bの左右を⼊れ替えてある。 ）
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Team / 
Component 専⾨職種例１ 専⾨職種例２ ⽬的 ⽅法 価値

A
Active

Care

薬剤師
臨床検査技師
作業療法⼠
理学療法⼠
他

科学的根拠に基づく治療の提供
標準治療のない課題への研究と取り組み
多職種連携におけるケアへの合意形成

直接的治療介⼊
検査/診断/技術
研究

客観性
合理性
効果
責任

B
Base

Support

チャプレン
臨床宗教師
臨床傾聴⼠
芸術療法⼠
他

患者の⽣活者としての尊厳の維持
⼈⽣観/価値観/死⽣観の明確化⽀援
治療の ownership の明確化
治療選択⽀援/意思決定⽀援
「患者役割」からの脱却：⽣活者の視点

傾聴
Empowerment
相互性

関係性
⼈権擁護
畏敬

C
Community
Resources

家族・友⼈
コミュニティ
医療・介護保険
地域包括ケア
基礎研究
医療産業
他

安寧
正義の実現
経済的発展
社会的資源開発/利⽤
創薬
医療機器/医療技術の向上

制度整備
財源確保
研究/開発
持続可能性維持

公平性
市⺠社会
well-

being

看
護
師

保
健
師

公
認
⼼
理
師

臨
床
⼼
理
⼠

精
神
保
健
福
祉
⼠
社
会
福
祉
⼠

チーム医療

医

師



１⼈称 ０⼈称

２⼈称 ３⼈称
Team B
Base Support

Team A
Active Care

Team C
Community Resource

ケア対象者
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感じ考える主観
38億年の進化を経た
⼈間存在の機能・構造・プロセス

今・ここに働く
CPとFCとの関係性

傾聴・対話に基づく相互の味わい
相互の主観を間主観的に感得

科学的知⾒（三⼈称）

医

学
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ケア対象者

⼈間科学

スピリチュアル
ケア

１⼈称 ０⼈称

２⼈称 ３⼈称



ＳＣの記録・報告：不可⽋の要素
n相互性と他者性の意識

• CPにとって、FCの全体像は不可知
• CPにとって「気になったところ」「印象に残ったところ」を切り⼝に
してFCに近づく

• （FCの様⼦）［CPの気持ち］を丁寧に記述する
n CPの視点の限界と可能性を意識した上での記述

• FC理解
• CPの⾃⼰理解
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